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(目的) 滋賀県にはどのような薬用植物があり、歴史
的にどのように活用されてきたか調査するとともに、
その背景をさぐりました。



全体の構成
Ⅰ．薬用植物について
１．身近な薬用植物
２．伊吹山の薬用植物

Ⅱ．薬用植物の活用
１．薬用植物と薬業
２．薬用植物と忍者
３．薬用植物とお灸
４．薬用植物とお茶
５．薬用植物と風習

Ⅲ．まとめ



Ⅰ．薬用植物について
１．身近な薬用植物
人類の祖先はすでに２５０万年くらい前に誕生していたとされます。
火の利用を知る前は野獣と変わらない食生活で、しばしば胃腸障害に苦し

められたことは想像されます。火を使い、食物を煮る、焼くことで殺菌、殺
虫、また消化しやすく調理することも覚えていったと考えられます。
野生の草木や果実、根などいわゆる草根木皮(ｿｳｺﾝﾎﾞｸﾋ)を採取して食する中

で下痢や嘔吐時に毒性のために死亡するといった事態も経験しました。
このようなことがありながら、人にとって有害なもの、無害なもの、口当

たりがよく芳香のするものなど学習していきました。いわゆる生薬（しょう
やく）の知識が少しずつ蓄積され、伝承されていったと考えられます。

ここでは２０種の身近な薬用植物について、その特徴や薬効などを整理しま
した。



◇ アオキ ◇ ミズキ科
◎薬用部位と薬効：吉野で有名な胃腸薬“陀羅尼助”
の主薬はキハダの樹皮（黄伯）ですが、製造する処方
内容は各自特有のもので、このアオキの葉を入れてい
るところもあります。同薬効の薬に御岳へ行けば“百
草”もあります。
民間療法としては、葉は季節を選ばないので、弱火で
あぶると軟らかくなるとともに、葉に含まれているイ
リドイドという成分が少し変化して黒変するが、これ
を火傷、切り傷の患部に貼るとよい。また番茶にアオ
キの葉を乾燥させ、少しフライパンで焙煎したものを
１０～２０％入れ、飲用すると種々の解毒作用がある
といわれています。



◇ アカネ ◇ アカネ科
◎自生、特徴：山野によく見られ、茎は細いが全体に
逆刺がついていて、他のものに絡まりよく生育します。
蔓性。夏から秋にかけて多数の淡黄緑色の円錐状の花
をつけます。

◎薬用部位と薬効：根を茜草根（せいそうこん）とい
い、止血や浄血作用、鎮咳や去痰作用もあるとされて
います。染色用植物としても有名です。



◇ ウツボグサ ◇ シソ科
◎自生、特徴：日当りのよい草地、堤防などに見られ
ます。シソ科の特徴である四角形の茎を有し、高さ２
０～３０ｃｍになります。６～７月頃に茎の先端に３
～８ｃｍの青紫の花穂をつけ、夏には枯れてしまいま
す。

◎薬用部位と薬効：夏に枯れた花穂部が生薬の夏枯草
（かごそう）です。花穂部のみを集め陰乾させます。
１回７～８ｇを煎じ服用します。膀胱炎などの体のむ
くみに用います。



◇ オトギリソウ ◇ オトギリソウ科
◎自生、特徴：高さ３０～５０ｃｍで、７～８月に茎
頂に１．５～２ｃｍの黄色の５弁花が集まって咲きま
す。次から次と開花しますが、一つの花は１日で枯れ
てしまいます。葉は長さ２～５ｃｍの対生で葉柄はな
く、卵状の長楕円形です。

◎薬用部位と薬効：全草を使用します。搾汁を止血や
鎮痛、打撲傷などに使用します。



◇ オオバコ ◇ オオバコ科
◎自生、特徴：どこにでもごく普通に見られる薬草で、
雑草の一つでもあるくらい身近な植物です。

◎薬用部位と薬効：車前草の薬効は咳止めや高血圧症
で、できるだけ新鮮なものを１日１０～２０ｇ用いま
す、腫れ物には生の葉をよく揉み、患部に貼ることも
行われています。車前子は多量の粘液を含有し、利尿
や結石を溶解するとか、眼疾患に有効とされます。



◇ カキ ◇ カキノキ科
◎自生、特徴：果実を食用とするために、どこにでも
栽培あるいは野生品を見ることができます。

◎薬用部位と薬効：柿渋を毎日盃に一杯くらい飲むと
高血圧症に有効とされます。また切り傷の止血や湿疹
にも有効です。
虫のついていない葉を夏に集め乾燥させ、適当に刻み
茶剤として１回５～６ｇを番茶のようにして飲むとビ
タミンＣなどを多く摂ることができます。漢方薬では
しゃっくりを止める処方に柿蒂湯（していとう）とい
うのがあり、柿のへたを５ｇほど煎じて服用すると効
きます。



◇ カキドオシ ◇ シソ科
◎自生、特徴：いたる所で観察されます。４～５月頃
の生育の盛んな頃に葉の横から写真のような淡紫色の
花を咲かせ、葉や茎には特有の香気があります。

◎薬用部位と薬効：花期に地上部のみを採集し、陰干
ししたものが生薬の連銭草（れんせんそう）です。幼
児の神経の興奮時、夜泣き、虚弱体質などに１回５～
１０ｇを煎じ適宜服用させます。糖尿病に有効とされ
ています。



◇ カタクリ ◇ ユリ科
◎自生、特徴：鈴鹿山系に近い山地や丘陵に見られま
す。３月末に花茎を伸ばし、１５ｃｍぐらいの高さで
写真のような特徴のある花を咲かせます。花弁の基部
にＷ型の斑紋があります。ユリ科の生薬です。

◎薬用部位と薬効：初夏に鱗茎を掘り、粉砕後水に晒
し、“片栗粉”を採取して幼児や老人の虚弱体質の改
善用に、また滋養強壮用に用いられます。市販のカタ
クリ粉は馬鈴薯澱粉です。また粉砕し、湿疹やカブレ
に外用したりもされたが、ほとんど今は用いられませ
ん。



◇ キキョウ ◇ キキョウ科
◎自生、特徴：山野の日当たりのよい草地などに自生
し、庭などにも植栽されています。茎は高さ３０～１
００ｃｍ、葉の裏面は白色を帯び、縁には細かい鋸歯
（のこぎりば）があります。

◎薬用部位と薬効：秋に根を掘り、乾燥したものが薬
用にする桔梗根（ききょうこん）です。去痰や排膿を
目的に漢方薬に処方されます。桔梗根として根のコル
ク層を除去したものを用いたこともあるそうですが、
薬効成分がその部分に多く含有されていることが明ら
かとなり、今ではそのまま乾燥して用いているそうで
す。



◇ クズ ◇ マメ科
◎自生、特徴：いたる所に見られ、秋の七草の一つで
す。新芽は４～５月頃に出ますが、蔓(つる)性の茎で
どんどん四方に広がり、茎から方々に根が出て、また
そこから四方に広がるという大変繁殖力の強い植物。

◎薬用部位と薬効：根の肥大部を秋～晩秋に掘り、乾
燥させたものが生薬の葛根です。“葛根湯”（かっこ
んとう）で有名な漢方薬に処方され、初期の風邪によ
る肩こり、悪寒また鼻づまりに用いられます。また真
の葛澱粉はこのクズの根を粉砕し、水で洗い出し沈殿
したのが澱粉です。今でも吉野葛は製造されておりま
す。



◇ クマザサ ◇ イネ科
◎自生、特徴：冬に葉の周囲が枯れて特有の白い隅取
りができるので、他のササと区別しやすいです。高さ
は６０～１３０ｃｍくらい。枝には大きさ２０×５ｃ
ｍくらいの長楕円形の葉を５～７枚つけます。

◎薬用部位と薬効：生葉の搾り汁が胃腸薬として、ま
た乾燥葉が糖尿病や癌に有効とされます。また各種微
生物への抗菌作用の報告もあります。



◇ クロモジ ◇ クスノキ科
◎自生、特徴：山へ行けばよく見られ、山地の半日蔭
に自生しています。３～４月、若葉がでるのとほぼ同
じ頃に葉の横に淡黄色の小さな傘形の花を咲かせます。
樹皮や材に特有の芳香があります。

◎薬用部位と薬効：材が芳香を有し、適度な強さもあ
ることから古くから楊枝として使われていることは有
名です。



◇ ゲンノショウコ ◇ フウロソウ科
◎自生、特徴：山野の道端など、どこにでも見られる
多年草です。夏から秋に１～１．５ｃｍほどの赤や白
の花を咲かせます。柄の先に２個ずつ花がつき、花弁
に５本の紅脈があるのが特徴。

◎薬用部位と薬効：開花期の地上部を採集し、乾燥さ
せたものが生薬の現証拠（げんのしょうこ）です。下
痢止めによく用いられます。１回１５ｇ程度を煎じま
す。湿布やかぶれにはこの煎じ液を冷やし、ガーゼや
脱脂綿に浸して患部をよく洗います。浴用剤としても
よい。



◇ スイカズラ ◇ スイカズラ科
◎自生、特徴：山野の日当りの良い場所に生育し、冬
でも落葉せず見ることができます。蔓性（つるせい）
で右に巻き、葉は長さ３～７ｃｍの対生楕円形。

◎薬用部位と薬効：花を乾燥したものが生薬の金銀花
（きんぎんか）。茎および葉は忍冬（にんとう）。金
銀花は解熱やでき物の治療を目的とした漢方薬の原料
です。忍冬は茶剤として利尿効果を期待して用いられ
ます。



◇ スミレ ◇ スミレ科
◎自生、特徴：花期の高さは地上７～１５ｃｍほどで、
３～５月に濃紫色（まれに白色）の花が咲き、秋ごろ
まで次々と開花します。日当りのよい山野によく見ら
れます。５枚の花弁の中で下弁１枚が後方へ袋状に膨
らみます。果実は楕円形で、熟すと種子を３裂した中
からはじき飛ばします。

◎薬用部位と薬効：花部が鎮痛作用を有します。



◇ センブリ ◇ リンドウ科
◎自生、特徴：日当りのよい草地に自生しています。
高さ１０～４０ｃｍで茎葉は対生し、１～４ｃｍ一脈
で無柄です。８～１１月に茎や枝の花柄上に５弁（５
深裂）で紫色のすじの入った淡黄色の花を咲かせます。

◎薬用部位と薬効：花期の全草を採集し、日陰で乾燥
したものが生薬の当薬、千振（せんぶり）です。０．
０５～０．１ｇを煎じて、また粉末のどちらでも胃腸
病や食べ過ぎなどに用いられます。



◇ タンポポ ◇ キク科
◎自生、特徴：日本各地には２０種ほど自生しますが、
明治初期に渡来したセイヨウタンポポも、どこでも見
られます。外来種と在来種との区別は主に総苞片（そ
うほうへん）と呼ばれている頭花を支える緑の部分を
見ますが、外来種はこの部分がまくれています（反り
返る）。

◎薬用部位と薬効：通常開花前の葉の根部を水洗いし
乾燥したものを用います。漢方薬では“蒲公英湯”
（ほこうえいとう）といいます。解熱、解毒、抗炎症
作用に用いられます。全草の乾燥生薬であれば、１日
２～４ｇを煎じて数回に分け服用。



◇ チガヤ ◇ イネ科
◎自生、特徴：堤防や田の畔などどこでも見られ、春
の中頃に穂を出します。６月末の夏越の祓の茅の輪く
ぐりにも使われています。

◎薬用部位と薬効：よく水洗いし、乾燥した根が茅根
（ぼうこん）です。１日量１５ｇ程度を煎じ、数回に
分け服用すると、利尿効果とともに浮腫（むくみ）が
とれます。



◇ ドクダミ ◇ ドクダミ科
◎自生、特徴：日陰によく生育する上に、特有の臭気
が生の葉や茎にあるのでよく知られています。６～７
月に花茎を伸ばし、４弁に見える白い花を咲かせます。

◎薬用部位と薬効：花期の地上部を刈り取り、乾燥さ
せたものがジュウヤク（重薬、十薬）です。高血圧や
利尿剤として１回５～１０ｇを煎じて服用します。ま
た、生葉を腫れ物に、生葉の搾り汁は虫さされにつけ
ます。



◇ ナズナ ◇ アブラナ科
◎自生、特徴：冬の間は地表にくっついてタンポポの
若草のようですが、春に直立した茎が２０～３０㎝伸
びて、先端に白い小型の花を咲かせます。果実は倒三
角形で三味線のバチのように見えます。

◎薬用部位と薬効：全草を乾燥させたものが生薬の薺
菜（さいさい）です。健胃や止血、また解熱作用もあ
り利尿剤、消化不良、目の充血などに用いられます。



２．伊吹山の薬用植物
伊吹山には、得も言われぬ存在感があります。
ここに伊吹ありと微動もしない姿が。
琵琶湖越しに眺めても、新幹線の車窓からも、三島池に映す姿もそのすべて
が。
一方、山頂一帯は草花の楽園でその種類や量は見事なものです。
伊吹山は標高１３７７ｍの滋賀県で最も高い山ですが、大部分が石灰岩から
なり南面と北面および西面の植物相は明確な相違があり、自然環境によるもの
です。
伊吹山が薬用植物の山となる歴史的なきっかけは、織田信長が天主教の利用
に着眼しその伝道を手助けするとともに、伊吹山に土地を与えて薬用植物を植
えさせたことが大きく寄与しているといわれています。また、世に伊吹艾(ﾖﾓ
ｷﾞ)をもてはやすようになったのは元禄以来のことといわれています。



宝永６年（１７０８）年には、貝原益軒が「大和本草」を著し、この中に艾
など伊吹山産のものについて解説をしています。
享保の初め将軍吉宗は薬草の栽培採取を奨励し伊吹山にもこれが及びました。
明治時代の滋賀県物産誌には伊吹村など坂田郡での薬草採取、生薬生産状況
が記されています。
大正７年、滋賀県では県令として「薬草採取取締規則」を設けその保護にあ
たり、薬草２８種の採集を禁止しました。その後昭和１１年に３０種に改めら
れています。
その一覧は別表の通りです。



昭和１０年滋賀県発行の「滋賀県天然記念物調査報告」では、伊吹山の野生
薬草として１３３種を報告しています。
また、昭和４６年滋賀県発行の「伊吹山の薬用植物」では薬用植物として１
９１種（アスナロ、チガヤ、セキショウ、ジャノヒゲなど）、有用植物として
２７４種（ウラジロ、ワラビ、スギナ、ゼンマイ、カヤなど）、特産植物・特
異植物として４７種（イブキトリカブト、イブキレイジンソウ、イブキハタザ
オ、イブキシモツケ、イブキスミレなど）が記されています。実に合計５１２
種もの数となります。
以上、伊吹山における薬用植物の種類の多さや、そこに至る歴史的背景・変
遷などを見てきました。伊吹山はその自然環境と、そこに注目し薬用植物を栽
培また、一部特定種の採取を禁止したという歴史に恵まれ多くの種類の薬用植
物が見られます。
これからも大切にしていきたいものです。



伊吹山における薬草採取禁止３０種とその薬効
イカリソウ ：強壮、健胃 イブキジャコウソウ：風邪
イブキトラノオ ：下痢止め イブキボウフウ ：風邪
イブキフウロ ：浴用 イケマ ：利尿
イノコズチ ：浄血・利尿 オウレン ：健胃・整腸
オケラ ：健胃・整腸 オシダ ：条虫駆除
オトギリソウ ：止血・はれもの オミナエシ ：はれもの・解毒
カノコソウ ：神経過敏症 キキョウ ：鎮咳・去痰
クガイソウ ：関節炎 クララ ：疥癬
サラシナショウマ：解熱 シシウド ：神経痛
センブリ ：胃腸痛 トウキ ：鎮痛
ダイコンソウ ：利尿・消炎 ツリガネニンジン ：痰切り
テンナンショウ ：根に有毒物質 トチバニンジン ；健胃・解熱
トリカブト ：鎮痛・利尿 ハシリドコロ ：鎮痛
ヒメハギ ：痰切り ヤマシャクヤク ：薬用
リンドウ ：健胃 ワレモコウ ：下痢止め



「イブキ」を冠する和名の三種の写真
イブキジャコウソウ イブキトラノオ イブキフウロ



Ⅱ．薬用植物の活用
１．薬用植物と薬業
滋賀県では江戸時代の頃から製薬が盛んに行われてきました。北に伊吹
山、東に鈴鹿の山々に囲まれ豊かな薬草に恵まれていたこともその一因か
と思われますが、伊吹、日野、甲賀等多くの地に製薬会社が存在しました。
そしてその薬は地元の人だけでなく、多くの人に売って生計を立てる人々
も現れました。その中で赤玉神教丸(鳥居本)、和中散(栗東)、萬病感應丸
（日野）の製薬と売薬について調べました。



①赤玉神教丸
旧中山道鳥居本(ﾄﾘｲﾓﾄ)宿の街道筋にある「有川製
薬」で伊吹山の薬草９種類で配合されていて、創業は
１６５８年です。名前の由来は多賀大社の神教によっ
て調整されたことにあると言われています。街道筋に
あるため、参勤交代の大名や旅人に売り出され、配置
売りなどの行商はしていませんでした。赤玉神教丸
(食べ過ぎ,飲みすぎ、二日酔い)の他に有川神教丸（消
化不良、食あたり）、宮川六神丸（動悸、息切れ）を
製薬し、今も店舗裏の工場内で製造しています。



②和中散
和中散本舗の所在する栗東市六地蔵は旧東海道の草
津宿と石部宿の中間にあり「間の宿」として旅人の休
憩場所でした。
今から約３６０年前にこの地の梅の木の木陰で旅人
に薬（和中散と言う）を売っている店が、江戸時代に
は５軒ありました。
和中散本舗の製薬場には木製動輪の直径４メートル
の車輪が残っています。これは薬草を粉末にするため
の大きな石臼を歯車の利用で回転させる車輪で昔の人
の英知に驚かされます。
慶長１６年徳川家康が近江永原に来た時腹痛になっ
たが、典医が和中散をすすめて快癒したのでその名が
一躍知られるようになりました。
さすがに街道筋であるところから明治天皇が休憩さ
れたことや、曽我蕭白や蜀山人等も宿泊しています。



③萬病感應丸
萬病感應丸初代正野玄三によって創製されました。玄三は１８
歳のころ商人を目指し東北地方等へ行商に出かけていたが、母が
病になり帰郷し看病したもののよくならなく、京の名医に診ても
らい全快したことに感激し、３５歳でしたが、医術を学び京都で
開業し御所にも出入りするようになりました。
その後、日野に戻った玄三は医術とともに薬の製造にも尽力し
神農感應丸を販売しました。日野の製薬は日野商人の重要な持下
り(ﾓﾁｸﾀﾞﾘ)商品として発達し、江戸時代日野で製薬、売薬業者が
１１０軒もあったと言われています。
日野の売薬の特徴は日野商人の出店や指定旅館での委託販売で
今日的なフランチャイズチエーン店方式が全国に展開されていた
ことです。神農感應丸が良く効いたので萬病に効くという意味で
萬病感應丸と呼ばれたとのことです。なお、現在も日野薬品工業
で引き継がれています。萬病感應丸は薬草とともにジャコウ等の
漢方成分が含まれていることは薬草中心という意味では他の２店
舗とは違いがあります。



以上３店舗の概要を記しましたが、街道筋で薬は旅人の病に必需品だったこ
とが繫栄した要因だと思われますし、日野の場合は旧御代参(ｺﾞﾀﾞｲｻﾝ)街道が
あるとはいえ、やはり行商人として地方の田舎まで行商した委託販売だった
ことが大きいと思われます。



２．薬用植物と忍者
忍者といえば甲賀。甲賀流忍者。
外国からの訪日客の中にも忍者に関心を持つ人が多く見受けられます。
甲賀市では、毎年11月に忍者検定を実施しています。多くの受験者が、全国
から集まり忍者の衣装で受験する姿や手裏剣投げに興じる姿はこの時期の風
物詩となって来ています。ところで、忍者が活動中に薬は必需品でありそし
て、その成分は薬用植物を生かしたものではなかったかとの関心の元にその
関連を調べてみました。
以下、忍者の使用した薬用植物と薬について述べます。



①石菖蒲（セキショウブ）
滋賀県著「伊吹山の薬用植物」では「菖蒲の根茎を
乾燥したもので鎮痛、鎮静、健胃薬として用います。
ショウブと同様に精油を含みます。また浴湯料とし
て用い腹痛、婦人の腰冷等に効がある。」と述べら
れています。
この「石菖蒲」を酒に浸し大量、陳皮（ミカンの
皮を乾燥させたもの）を泉に浸して中量、朝鮮人参
を中量、混ぜて火で炙り作った薬は、腹痛、発熱、
疼痛、消化不良、咳、気力喪失などの症状に効いた
とみられ万能薬として愛用されたようです。



②麻の実
先述の図書「伊吹山の薬用植物」では、麻の解説
として「本種は日本には自生せず、インドが原産で
あると考えられています。しかし、太古から日本で
は繊維植物として、またその果実を食料とするため、
栽培されています。その葉、花には麻酔成分を含む
可能性があるので、その栽培は許可制がとられてい
ます。民間薬として、その果実は利尿の効力がある
と言われている。」と述べられています。
この「麻の実」の粉に、黒大豆の皮を取り去り水
で洗って乾燥させて粉にしたものを混合し、団子に
して蒸したものは行動食として愛用されたようです。
これを一口食べれば一週間もの間、なにも食べずに
過ごせたともいわれる、まさに忍者向きの魔法とも
いえる食料だったようです。



③センブリ
先述の図書「伊吹山の薬用植物」では、センブリ
の解説として「全草をセンブリ又は当薬（トウヤ
ク）と言い、重要な苦味健医薬である。最近、きわ
めて高価である。」と述べられています。
この「センブリ」に、リュウノウ、ジャコウなど
を混ぜて作った薬を腹薬として使用していたようで
す。ちなみに、現在、販売されている「日野百草
丸」にもセンブリを初めオウバクエキス、ゲンノ
ショウコが含まれています。



④蓮の実（蓮肉）
蓮肉とは蓮の実の堅い果皮を取り除いた白い胚乳の
部分を言います。炭水化物、脂肪、たんぱく質など
と微量ながら薬理作用を有する物質が含まれていま
す。この連肉に山芋、朝鮮人参などに水を加えてこ
ね、玉に丸め蒸して作った薬は空腹感を減少させ、
気分爽快となり、活力回復、持続力回復に効果があ
るようでした。



以上、薬用植物を活用して作り、忍者が携帯していた薬を数種類みてきまし
たが、これらの薬が忍者の必要とする体力維持・回復に、また、万一の場合
の処方に重要な役割を担ってきたものといえます。
また、忍者ですからもともとレシピは口伝(ｸﾃﾞﾝ)とされてきましたが、江戸
時代にまとめられた「万川集海(ﾏﾝｾﾝｼｭｳｶｲ)」には調理法が簡単に記載されて
います。
こういったことは、甲賀の地に薬用植物が豊富にあり、また、それを生かせ
る知恵の蓄積と伝承が培ったものといえます。現代に生きる我々も、自然の
持つ偉大な力を敬い(ｳﾔﾏｲ)つつ、自然界との共存をはかっていきたいものです。



３．薬用植物とお灸
<あかねさす紫野ゆき標野ゆき野守は見ずや君が袖ふる>
額田王の歌でうたわれるように、古くから、薬草摘
みは、一つのイベントとして行われ、多くの薬草が人
びとの生活の中に入りこんでいました。
その中でもお灸は、庶民にまで広く広がり、東洋医
学の理論に乗って、現代にまで広く使われています。
お灸に使われるもぐさは、よもぎの葉を、乾燥させ、
臼で引いて葉の裏側の綿毛をとりだして利用します。
よもぎは至る所に自生していますが特に春先の若葉が、
重宝されます。
伊吹の大よもぎなどは、有効に利用されています。



よもぎは薬草の一種で、止血や、下痢止めや様々な
薬効があります。むかしは外で虫刺されや、けがをし
たおりに、よもぎをもんで、傷口に当てた思い出があ
る方もおられるかとおもいます。ヨーロッパでも、
「ハープの母」とよばれるほど、親しまれており、古
くから人類の身近な薬物植物です。また草餅などにも
使われ春の香りのする日本古来のスイーツとして、身
近の存在です。
中国で生まれた東洋医学は、人間の体の六臓六腑が、
生命活動を維持しているとされています。六臓六腑が
生命活動を維持するためには、「経絡」と呼ばれる
ルートがあります。気と呼ばれるエネルギーが，経絡
(ｹｲﾗｸ)を流れ、その要所、要所にあるのが「ツボ」で
す。お灸は、そのツボを刺激することで、機能の回復
を図る療法です。



｛お灸 体験記｝
お灸を一度体験してみることとし、冬の一日長浜市
を訪問、駅前でボランテアの方に地図を頂き、親切
に説明をしていただき迷わずせんねん灸さんに到着。
まずもぐさ茶をいただき、お灸についての説明を受
ける。身体の症状を言い、それにあったツボに、火
の使わないお灸や、また棒灸といいアロマのような
お灸も試してみる。火の使わないお灸は、もぐさと
カイロの成分を合体させてできており手軽に現代の
人が使いやすくできている。お灸には、古代の人の
知恵を感じる。帰りはミニガラス雛を求め、サバ
ソーメンや盆梅も体験、念願の雪の伊吹を見つつ、
北陸路を心なしか身も軽く帰宅する。



４．薬用植物とお茶
薬草の利用としては、“煎じる”（お茶にする）という方法が一番多いよう
です。薬草茶は、人体の自然治癒力や抵抗力を強め、体質改善や健康を維持
するものです。
嗜好品として飲まれているお茶のように飲みやすくはありません。“良薬口
に苦し”といったところでしょうか。1種類だけで飲むこともありますが、体
質や症状に合わせて２～３種類の薬草を組み合わせることにより飲みやすく
なり、効果が良くなったりします。薬草茶は、病気を治す効き目が強くあり
ません、作用が優しいことです。ですから毎日おいしく続けて飲むことで、
なんだか最近調子がよくなったと感じるものです。薬草茶に適していると思
われるものを、簡単にご紹介します。



アマチャズル ：ストレス、胃腸病、動脈硬化、肝臓障害
ウコン ：抗癌、肝臓、高血圧、糖尿病、狭心症
オトギリソウ ：止血、肝炎、抗癌、脳卒中、肝臓
オオバコ ：咳止め、たん切り、利尿
カキノハ ：血圧降下、風邪予防、花粉症
カキドオシ ：利尿（結石改善）、糖尿病、黄疸、消炎
クマザサ ：糖尿病、抗癌、高血圧、口内炎、便秘
ゲンノショウコ ：下痢、健胃、整腸、利尿、強壮
シソ ：アトピー、皮膚炎、ぜんそく、健胃、解毒
ドクダミ ：高血圧、アトピー、蓄膿症、便秘、十二指腸潰瘍、神経痛
ハトムギ ：いぼとり、しみ、そばかす、胃腸、筋肉痛
ハブソウ（ハブ茶） ：胃腸、便秘、高血圧、目の疲れ、更年期障害
ヨモギ ：健胃、整腸、抗癌、肥満、婦人病、アトピー



また、これらとは別に、ヨーロッパ諸国を中心に歴史的に長い間用いられて
きたハーブティーも我が国では広く普及しています。



５．薬用植物と風習
わたしたちの日常生活には、薬用植物が風習として長きにわたり生き続けて
います。その一環を見てみました。

◎１月１日 お屠蘇
お屠蘇（おとそ）とは、一年間の邪気を払い長寿を願って正月に呑む縁起物
の酒であり風習です。屠蘇とは「邪気を屠（ほふ）り、心身を蘇（よみがえ）
らせる」という説があります。平安時代初期に日本に伝わってきたと言われて
います。数種の薬草を組み合わせた屠蘇散（とそさん）を日本酒・みりんなど
に浸して作ります。
屠蘇散の処方は、現在では書物によって違いますが、山椒の実・細辛（ウス
バサイシン）・防風の根・肉桂（シナモン：ニッケイの樹皮（桂皮））・乾姜
（ショウガ）・白朮（ビャクジュツ：オケラの根）・桔梗の根を用いるのが一
般的です。
人により、健胃の効能があり、初期の風邪にも効くといわれます。



◎１月７日 七草の節句（人日（じんじつ）の節句） 七草粥
五節句（七草の節句、桃の節句、菖蒲の節句、七夕、菊の節句）の一つ。
この風習は、奈良時代に日本に伝わったといわれています。
また、七草すべてを合わせると約１２種類の薬膳効果があるといわれてい

ます。
先人の知恵がつまった健康食といえましょう。

セリ（シロネグサ） ：高血圧・動脈硬化抑制、整腸など
ナズナ（ペンペン草） ：高血圧、解熱など
ゴギョウ（ハハコグサ）：咳止めなど
ハコベラ（ハコベ） ：利尿、鎮痛など
ホトケノザ ：健胃、高血圧予防など
スズナ（カブ） ：胃炎、風邪など
スズシロ（大根） ：発熱、胃炎など



◎３月３日 桃の節句・雛祭り(上巳(じょうし)の節句)
お雛様を飾り、女の子の健やかな成長を願う行事です。
雛飾りには欠かせない菱餅は、植物としての菱の強い繁殖力にあやかり子孫
繁栄を願います。赤白緑の三段の菱餅では、白い餅に菱の実（滋養強壮によ
い）を入れ清らかな雪を表し、赤い餅は解毒作用のあるくちなしで色づけ厄
除けの意味を持つ桃の花を表し、緑の餅は造血効果のあるよもぎ餅で健康を
祈る新緑の若葉を表します。
桃花酒（とうかしゅ）は、桃の花を刻んで酒に浮かべたものです。平安、室
町の頃までは桃花酒が主流だったのが、江戸の頃から白酒が飲まれるように
なりました。



◎５月５日 菖蒲の節句(端午(たんご)の節句)
男の子の成長を願う日とされています。
鯉のぼりを挙げ、柏餅や粽（ちまき）をいただき、菖蒲湯につかります。
粽は平安時代には京都を中心に食べられていました。その後、京都では餅米
で餡を包み、菓子として食べられるようになりました。当初は茅（ちがや）
の葉っぱで包まれていたので「ちまき」と呼ばれたが、笹や竹の皮など様々
あります。
菖蒲湯に用いられるのは、アヤメ科の花菖蒲ではなく、サトイモ科の菖蒲で
す。



◎６月２１日頃 夏至
日本では、夏至は農作業が最も忙しい時期であることもあり、全国的な風習
はないようです。ただし、地域ごとの風習としては次のようなものがありま
す。
静岡県では、冬瓜を食べる風習があります。新小麦で焼餅をつくり神に供え
る風習がある、豊作を祈願するもので、田作を手伝ってくれる近所に配る場
合もあります。



各地の神社では夏越しのお祓いに、大きな茅の輪が用
意されます。参拝者は穢れを祓い清め無病息災を願って
この輪を一定の回りでくぐります。この茅の輪は、チガ
ヤで作られることが多いといわれます。「伊吹山の薬用
植物」ではチガヤについて、消炎剤として用い「単で用
いることはほとんどなく、処方中の一品として加えられ
るのが普通である」と記載。お祓いに薬効もあるチガヤ
を用いるのは先人の知恵ともいえるでしょう。
茅の輪くぐり以外に、人形（ひとがた）や形代を神社に
納めたり、それを川に流したりするならわしがあります。
写真は日野町杉：大屋神社 茅の輪祭りは７月３１日。

◎６月３０日 夏越(なごし)の祓（はらえ） 茅の輪（チガヤ）くぐり



◎７月７日 七夕(七夕(しちせき)の節句)
願い事をしたためた短冊を笹に吊るしたり、夜空に天の川を見上げたりする
慣れ親しんだ行事ですが、七夕の習わしは、古い日本の文化と、大陸から伝
わった中国の文化が溶け合って生まれたといわれています。七夕は江戸時代
に、願い事を書いた短冊を笹に吊るすなど、庶民が楽しむ行事へと広がった
ようです。
七夕には、麦の収穫祭という意味があり、麦餅を作って供えた民間の習俗と
合わさり、時代が下がって、索餅（さくべい）からそうめんへ変わったよう
です。



◎９月９日 菊の節句(重陽(ちょうよう)の節句)
平安時代の宮中では、重陽の宴が催され、菊を飾って鑑賞し、菊の花を酒に
浮かべていただいた。菊は古くから愛でられてきた花で、古代中国では梅や
竹、欄とともに四君子と言われ賞讃されました。霊力が高い花、生命力の象
徴ともいわれ、その香りは独特です。日本の現在の菊酒は、食用菊を日本酒
に浮かべて飲みます。



◎１２月２２日頃 冬至
かぼちゃをいただき、柚子湯につかるのは、家々で慣れ親しんできたならわ
し。
昔、冬至の日を１年のはじまりの日と定めていたようです。
冬至にはカボチャの煮物を食べる風習があります。冬至にカボチャを食べる
と中風にならず、あるいは長生きするとも、栄養をとるためともいわれます。
冬至の日に、香りのいい柚子の実を湯船に浮かべた風呂に入る慣習が、柚子
湯。



◎１２月３１日 年越し（としこし）の祓
６月の夏越の祓と対をなし、半年に一度行われる禊（みそぎ）。
人形や形代による祈願は同じです。



京都祇園の八坂神社では，１２月２８日に行われる鑽火式（さ
んかしき）で古式のままに火鑽杵（ひきりきね）・火鑽臼（ひ
きりうす）で鑽（き）り出した御神火は本殿内の「白朮（をけ
ら）灯籠」に移される（この白朮火は1年間本殿内で燈し続けら
れます）。
続いて大晦日１２月３１日の夜７時から行われる除夜祭の終
わった後、境内３か所に設けられた「白朮火授与所」の「をけ
ら灯籠」に本殿内から「白朮火」が移されます。
境内３か所の「をけら灯籠」の火を、参拝者は竹でできた火縄
（吉兆縄）に受けて火が消えないようにくるくる回しながら家
へ帰り、無病息災を願って神棚のロウソクの火をつけることや、
これを種火として新年を祝うお雑煮を作り，厄除けと無病息災
を願って食べるのです。これを「をけら参り（をけら詣り）」
と言います。
オケラは古くから邪気を払うと信じられているようです。

◎１２月３１日 オケラ参り



以上、日常生活の中にこういった薬用植物と風習とのつながりは他にもみら
れることと思います。先人の知恵として大切に守っていきたいものです。



Ⅲ．まとめ
これまで、滋賀県内にはどのような薬用植物があり、歴史的にどのように活
用されてきたかの調査結果を述べてまいりました。

まず驚いたことは、「日常の身近なところにこれほどの薬用植物があったの
か」ということです。Ⅰ-１のように多くの種類とその薬効には目を見張るも
のがあります。
県内各地に分布はみられますが、なかでも、その集積地としての伊吹山には
数多くの種類がみられます。伊吹山はその自然環境と、そこに注目して薬用
植物を栽培また、一部特定種の採取を禁止したという歴史にも恵まれたこと
によるものです。
滋賀県では、これらの薬用植物を各方面で活用してきました。



まず、製薬つまり薬をつくり販売し、全国各地にも売りに歩きました。日野
の「萬病感応丸」などは今日でも製造されています。調査に訪れた栗東の
「和中散」は街道筋にあって、その薬は徳川家康の腹痛を治したといわれて
いますが、今に残る当時の製薬機械には当時をしのばせる強い印象を受けま
した。
いまや各地でブームとなっている忍者も薬用植物を加工し携帯し、体力を

維持・回復するとともに、万一の場合の処方にあたってきました。これは、
薬用植物が豊富にあり、それを活かせる知恵の蓄積と伝承が培ったものとい
えます。



伊吹のもとでは、伊吹艾(ﾓｸﾞｻ)としてお灸をひろめました。
また、私たちの日々の生活の風習の中にも多くの薬用植物が関係しているこ
とがわかりました。各々、願いや祈りなど意味のこもった行事ともなってい
ます。

このように、豊かな自然環境と歴史的な保護などに恵まれ滋賀県には多くの
薬用植物がみられます。これまで、この薬用植物をいかして産業を興し、あ
るいは生活にいかしてきました。それが、今日の発展につながってきていま
す。
これからも、この自然環境をみんなで守り育てていく必要性を強く感じまし
た。



取材訪問先
せんねん灸でござる長浜曳山店（令和2年02月01日） 長浜市元浜町 5-16
甲賀市くすり学習館 （令和2年02月08日） 甲賀市大原中898－1
鳥居本赤玉神教丸 （令和2年03月13日） 彦根市鳥居本425
栗東和中散 （令和2年03月18日） 栗東市六地蔵402
日野まちかど感応館 （令和2年03月18日） 日野町村井1284
近江日野商人ふるさと館 （令和2年03月18日） 日野町西大路1264

講演会聴講
忍者・忍術と本草学：三重大学名誉教授山本好男氏 （令和2年11月08日）
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ご清聴ありがとうございました


